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【
う
ら
へ
続
く
】

　

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

券
問
題
。「
安
倍
派
で
は
販

売
ノ
ル
マ
超
過
分
を
派
閥

の
事
務
総
長
経
験
者
な
ど

に
環
流
し
裏
金
化
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
」「
５
年
間

で
５
０
０
０
万
円
も
キ
ッ

ク
バ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た

議
員
も
い
た
」「
東
京
地
検

特
捜
部
は
政
治
資
金
規
正

法
違
反
の
疑
い
で
国
会
終

了
後
、
該
当
者
に
事
情
聴

取
す
る
よ
う
だ
」「
共
産
党

は
５
日
参
院
に
、
パ
ー

テ
ィ
ー
券
も
禁
止
す
る

『
企
業
・
団
体
献
金
禁
止
法

案
』
を
提
出
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

年
末
特
別
手
当
支
給

（
８
日
）。「
新
し
い
人
事
・

処
遇
制
度
で
、
グ
レ
ー
ド

が
８
段
階
、
評
価
が
５
段

階
に
な
っ
て
い
る
。
複
雑

だ
」「
こ
の
と
こ
ろ
の
物
価

高
で
あ
り
が
た
み
が
少
し

薄
れ
る
」

　
「
安
保
法
制
の
廃
止
と

立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め

る
市
民
連
合
」は
７
日
、国

会
内
で
、日
本
共
産
党
、立

憲
民
主
党
、
れ
い
わ
新
選

組
、
社
民
党
、
参
院
会
派

総
選
挙
へ
野
党
共
通
政
策

市
民
連
合
と
５
党
派
会
合

　

共
闘
再
構
築　

大
き
な
ス
テ
ッ
プ

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

米オスプレイ全機運用停止
　　エンジン欠陥か
　　屋久島沖墜落で　　

　

米
軍
は
、
米
軍
の
オ
ス

プ
レ
イ
全
機
を
運
用
停
止

に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
（
６
日
）。

　

オ
ス
プ
レ
イ
は
開
発
段

階
か
ら
事
故
を
再
三
起
こ

し
て
い
る
欠
損
機
で
あ
り
、

導
入
・
運
用
は
人
員
の
生

命
の
危
険
の
上
に
な
り

た
っ
て
い
ま
す
。昨
年
、発

覚
し
た「
ハ
ー
ド
・
ク
ラ
ッ

チ
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」

（
Ｈ
Ｃ
Ｅ
）は
根
本
的
な
解

決
策
を
施
さ
な
い
ま
ま
。

ま
た
屋
久
島
沖
事
故
で
は

エ
ン
ジ
ン
か
ら
火
を
噴
い

て
い
る
様
子
が
住
民
に
目

撃
さ
れ
て
お
り
、
エ
ン
ジ

ン
の
欠
陥
を
抱
え
て
い
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

米
軍
は
海
軍
、空
軍
、海

兵
隊
に
約
４
０
０
機
を
配

備
。
日
本
に
は
米
国
以
外

で
最
多
の
44
機
を
配
備
。

う
ち
30
機
が
米
軍
で
、
残

る
14
機
は
陸
上
自
衛
隊
機

で
す
。
運
用
停
止
に
と
ど

ま
ら
ず
、
全
機
撤
去
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

「
沖
縄
の
風
」の
５
党
派
の

書
記
局
長
・
幹
事
長
ら
に

対
す
る
政
策
要
望
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

市
民
連
合
は
（
１
）
憲

法
も
国
民
生
活
も
無
視
す

る
軍
拡
は
許
さ
な
い（
２
）

市
民
の
生
活
を
守
る
経
済

政
策
（
３
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
・
人
権
保
障
の
実
現

（
４
）
気
候
変
動
対
策
強

化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の

推
進
（
５
）
立
憲
主
義

に
基
づ
く
公
正
で
開
か

れ
た
政
治
―
の
５
項
目

を
次
期
衆
院
選
挙
に
向

け
た
野
党
の
共
通
政
策

と
す
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。こ
れ
を
受
け
、日

本
共
産
党
の
小
池
書
記

局
長
は
、「
野
党
が
力
を

合
わ
せ
、
自
民
党
政
治

を
終
わ
ら
せ
、
新
し
い

政
治
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
」

と
述
べ
、「
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
再
構
築
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と

表
明
し
ま
し
た
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

屋
久
島
沖
の
オ
ス
プ
レ

イ
墜
落
事
故
。「
米
軍
が
６

日
、
世
界
の
オ
ス
プ
レ
イ

を
全
機
運
用
停
止
に
し

た
」「
事
故
か
ら
一
週
間

た
っ
て
、
や
っ
と
飛
行
停

止
に
な
っ
た
」「
日
本
政
府

の
対
応
は
米
側
の
い
い
な

り
だ
」「
沖
縄
県
の
玉
城
知
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

事
は
遅
す
ぎ
る
と
批
判
し

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

岸
田
首
相
が
２
０
１
９

年
に
統
一
協
会
系
団
体
の

ト
ッ
プ
と
面
会
し
て
い
た

と
の
『
朝
日
』
報
道
。「
反

の
梶
栗
正
義
会
長
も
同
席

し
て
い
た
」「
面
談
相
手

だ
っ
た
米
・
元
下
院
議
長

が
事
実
と
認
め
た
」「
岸
田

首
相
は
『
承
知
し
て
い
な

い
』
と
述
べ
た
だ
け
で
無

責
任
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
紛

争
。「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
上

侵
攻
が
再
開
さ
れ
た
」

「
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
の
が

恐
く
な
る
」「
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
は
民
間
人
犠
牲
の
比
率

は
よ
い
割
合
と
い
う
が
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
」

「
テ
レ
ビ
で
、ヨ
ル
ダ
ン
川

西
岸
で
武
装
し
た
イ
ス
ラ

エ
ル
入
植
者
に
襲
わ
れ
家

屋
を
破
壊
さ
れ
た
人
が
話

し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
。「
日
本
が
４

回
連
続
で
不
名
誉
な
化
石

賞
を
受
賞
し
た
。
恥
ず
か

し
い
」「
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
日

本
政
府
の
ア
ン
モ
ニ
ア
混

焼
に
よ
る
石
炭
火
力
の
継

続
方
針
は
、
環
境
に
や
さ

し
い
と
み
せ
か
け
る
『
グ

ガザ危機を
　　生んだもの

　

今
回
の
ガ
ザ
危
機
の
直

接
の
契
機
は
、
10
月
７
日

の
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
で
の
無
差
別
攻
撃
に

あ
り
ま
し
た
。
民
間
人
を

無
差
別
に
殺
傷
す
る
こ
と

　

核
兵
器
禁
止
条
約
第
２

回
締
約
国
会
議
は
１
日
、

核
抑
止
論
に
つ
い
て
不
拡

散
や
核
軍
縮
に
反
す
る
と

し
て
厳
し
く
批
判
し
、
禁

第
２
回
締
約
国
会
議

核
兵
器
禁
止
条
約
の

実
効
性
・
規
範
力
を
強
化

　

核
抑
止
論
を
痛
烈
に
批
判

レ
ス
チ
ナ
人
を
犠
牲
に
し

て
き
た
と
い
う
歴
史
的
事

実
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
国
連
の
決
定
と

国
際
法
に
背
く
無
法
行
為

で
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
ハ
マ

ス
の
攻
撃
に
対
す
る
「
自

衛
権
」
を
た
て
に
、
圧
倒

的
な
軍
事
力
を
行
使
し
た

報
復
を
行
い
、
ガ
ザ
で
の

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
行
う
こ

と
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

共
謀
略
ビ
ラ
配
布
な
ど
を

し
て
き
た
国
際
勝
共
連
合

全米自動車労組が組織拡大
自動車13社の労働者に加盟訴え

　

全
米
自
動
車
労
組
（
Ｕ

Ａ
Ｗ
）
は
29
日
、
米
国
内

の
労
働
組
合
の
な
い
自
動

車
会
社
で
組
織
化
を
進
め

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
三
大
自
動
車
メ
ー

カ
ー
「
ビ
ッ
グ
３
」
に
対

し
、
新
た
な
協
約
を
勝
ち

取
っ
た
こ
と
を
受
け
た
も

の
で
す
。

　

Ｕ
Ａ
Ｗ
に
よ
る
と
、
加

盟
の
呼
び
か
け
は
労
組
の

な
い
自
動
車
会
社
13
社
で
、

テ
ス
ラ
や
ト
ヨ
タ
、
フ
ォ

ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
（
独
）、

Ｂ
Ｍ
Ｗ
（
独
）
な
ど
が
対

象
で
す
。
13
社
は
米
国
内

の
組
み
立
て
工
場
で
約

15
万
人
を
雇
用
し
、
こ
れ

は
ビ
ッ
グ
３
の
労
働
者
数

に
匹
敵
し
ま
す
。

　

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
フ
ェ
イ
ン
議

長
は
で
「
労
組
の
恩
恵
の

な
い
職
場
で
働
く
全
て
の

自
動
車
労
働
者
の
み
な
さ

ん
、
次
は
み
な
さ
ん
の
番

だ
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

止
条
約
未
参
加
国
に
署
名

や
批
准
を
呼
び
掛
け
る
政

治
宣
言
を
採
択
し
て
閉
幕

し
ま
し
た
。

　

フ
ア
ン
・
デ
ラ
フ
エ
ン

テ
議
長
（
メ
キ
シ
コ
）
は

閉
幕
演
説
で
「
政
治
宣
言

は
今
の
時
期
に
切
望
さ
れ

て
い
る
強
力
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
る
」「
よ
り
安
全
な

世
界
を
実
現
す
る
唯
一
の

方
法
は
核
兵
器
の
禁
止

だ
」と
強
調
。「
会
議
で
の

意
見
交
換
は
私
た
ち
の
確

信
を
強
化
し
、
禁
止
条
約

の
実
践
に
向
け
て
前
進
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
２
日
、「
会
議
は
、、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
国
際

法
と
し
て
の
実
効
性
・
規

範
力
を
い
っ
そ
う
強
化
し
、

『
核
兵
器
の
な
い
世
界
』へ

の
大
き
な
希
望
を
示
す
会

議
と
し
て
大
き
く
成
功
し

た
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

日
本
政
府
が「
核
抑
止
力
」

論
か
ら
の
呪
縛
を
断
ち
切

り
、
禁
止
条
約
に
参
加
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し

た
。

は
国
際
法
違
反
で
あ
り
、

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
、
こ
う
し
た
事

態
が
起
こ
っ
た
背
景
に
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
が
１
９
６
７

年
以
来
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西

岸
と
ガ
ザ
地
区
を
占
領
下

に
お
き
、
住
民
の
強
制
排

除
を
行
い
な
が
ら
入
植
を

拡
大
し
て
き
た
こ
と
、
ガ

ザ
地
区
に
対
し
て
は
２
０

０
７
年
以
来
、
封
鎖
政
策

を
と
り
、「
天
井
の
な
い
監

獄
」
と
呼
ば
れ
る
非
人
道

的
状
態
を
つ
く
り
だ
し
て

き
た
こ
と
、
た
び
た
び
の

空
爆
に
よ
っ
て
多
く
の
パ

リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
だ
』

と
批
判
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
電
車
の
中
で
マ
ス
ク

を
し
て
い
る
人
が
増
え
て

い
る
」「
か
か
り
つ
け
医
か

ら
、
早
め
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
を
と
言

わ
れ
た
。
大
流
行
に
な
る

ら
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
美

し
く
色
づ
い
て
い
る
。
例

年
よ
り
か
な
り
遅
い
」

　

中
東
和
平
の
た
め
に
は
、

国
連
の
一
連
の
決
議
で
も

確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

︵
１
)
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占

領
地
か
ら
の
撤
退
、︵
２
)

パ
レ
ス
チ
ナ
独
立
国
家
樹

立
を
含
む
民
族
自
決
権
の

実
現
、︵
３
)
両
者
の
生
存

権
の
相
互
承
認
と
い
う
三

つ
の
原
則
を
踏
ま
え
た
と

り
く
み
が
必
要
で
す
。

中
東
和
平
の
た
め
に


